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依存財源その他の内訳
　地方譲与税 2 億 1,348 万 4 千円
　利子割交付金 850 万 0 千円
　ゴルフ場利用税交付金 4,012 万 8 千円
　地方消費税交付金 1 億 8,618 万 4 千円
　配当割交付金　　　　　　　　　276 万 6 千円
　株式等譲渡所得割交付金                362 万 3 千円
　自動車取得税交付金　　　　　5,282 万 5 千円 
　地方特例交付金　　　　　1 億 2,947 万 1 千円 
　交通安全対策特別交付金 294 万 3 千円
　国有提供施設等所在市町村助成交付金 1,765 万 4 千円

自主財源その他の内訳
　分担金及び負担金 7,834 万 3 千円
　使用料及び手数料 8,243 万 5 千円
　財産収入 4,697 万 7 千円
　寄附金 3,186 万 3 千円
　繰入金 6,604 万 5 千円
　繰越金 7,131 万 6 千円
　諸収入 1 億 0,259 万 4 千円

内訳
　村民税 16 億 8,896 万 6 千円
　固定資産税 23 億 2,148 万 6 千円
　軽自動車税 2,943 万 8 千円
　村たばこ税 1 億 4,528 万 5 千円
　特別土地保有税 37 万 4 千円
　入湯税 2,372 万 7 千円

71.2%28.8%

村税 (63.8%)
42 億 0,927 万 6千円

地方債 (8.7%)
5 億 7,710 万 0千円

県支出金 (4.2%)
2 億 7,923 万 5千円

　国庫支出金 (5.4%)
3 億 5,384 万 5千円

歳入決算額
65億 9,832 万 5 千円

その他 (7.4%)
4 億 7,957 万 3千円

源

財

主

自

源

財

存

依
その他 (9.9%)
6 億 5,757 万 8千円

　平成 17 年度に行った主な事業を目的別にみると下
表のようになります。

目　的 事　業　名 事　業　費
総 務 費 西郷村長選挙・衆議院議員選挙費 1,689 万 5 千円 
総 務 費 土地・家屋現況図作成事業 4,777 万 5 千円 
総 務 費 役 場 庁 舎 防 水 工 事 1,995 万 0 千円 
農林水産業費 ふ る さ と 農 道 整 備 事 業 6,143 万 5 千円 
農林水産業費 小 規 模 道 水 路 整 備 事 業 3,888 万 8 千円 
土 木 費 小 規 模 道 水 路 整 備 事 業 7,499 万 0 千円 
土 木 費 地方道路整備臨時交付金事業 1億 5,999 万 1 千円 

議会費 (1.8%)
1 億 1,702 万 9千円

総務費 (21.8%)
14 億 0,607 万 6千円

民生費 (17.7%)
11 億 3,814 万 4千円

衛生費 (8.1%)
5 億 2,310 万 5千円

労働費 (0.0%)
27 万 6千円

農林水産業費 (7.5%)
4 億 8,580 万 7千円

商工費 (3.5%)
2 億 2,502 万 8千円

土木費 (12.3%)
7 億 8,870 万 6千円

消防費 (4.2%)
2 億 7,286 万 3千円

教育費 (11.6%)
7 億 4,395 万 5千円

公債費 (11.5%)
7 億 4,264 万 4千円

歳出決算額
64億 4,363 万 3 千円

一 般 会 計

地方交付税 (0.6%)
4,171 万 8 千円

公営企業会計
水道事業会計

区分 決算額

収益的 収入 3億 4,606 万 5 千円
支出 3億 3,858 万 6 千円

資本的 収入 3,863 万 2 千円
支出 1億 5,864 万 3 千円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1
億 2,001 万 1 千円は、損益勘定留保資金などで補て
んした。

工業用水道事業会計
区分 決算額

収益的 収入 2億 8,192 万 4 千円
支出 2億 2,444 万 8 千円

資本的 収入 3,520 万 0 千円
支出 1億 4,723 万 4 千円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1
億 1,203 万 4 千円は、損益勘定留保資金などで補て
んした。

区       分 歳入 歳出 歳入歳出  差引額
墓 地 特 別 会 計 497 万 4千円 439 万 7千円 57 万 7千円
国民健康保険特別会計 15億 4,443 万 6 千円 14 億 5,995 万 6 千円 8,448 万 0 千円
老 人 保 健 特 別 会 計 13億 3,878 万 9 千円 13 億 0,869 万 4 千円 3,009 万 5 千円
土地造成事業特別会計 2億 2,082 万 3 千円 2億 1,670 万 6 千円 411 万 7千円
公共下水道事業特別会計 9億 6,255 万 8 千円 9億 6,255 万 8 千円 0千円
農業集落排水事業特別会計 1億 8,651 万 9 千円 1億 8,651 万 9 千円 0千円
介護保険事業特別会計 8億 0,589 万 9 千円 7億 9,075 万 2 千円 1,514 万 7 千円
介護サービス事業特別会計 1億 2,550 万 7 千円 1億 2,529 万 1 千円 21 万 6千円
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の

と
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り
で
す
。

　～ 用 語 の 解 説 ～
�自主財源
村税や使用料など、村が自主的に調達
できる財源

�依存財源
地方交付税や国・県支出金など、国や
県が交付・割り当てをし、交付される
財源

�義務的経費
支出が義務付けられている経費

�公債費
村が国や銀行などから借り入れた資金
（村債）の元利償還金や一時借入金利
子の合計

�投資的経費
道路・橋りょう・学校の建設など社会
資本の整備にかかる経費

�普通建設事業費
道路や学校など公共施設の建設に充て
る経費

�収益的収入・支出
上水道の維持管理に対する収入・支出

�資本的収入・支出
上水道施設の整備や改良をするための
収入・支出

�損益勘定留保資金
事業収益などの内部留保資金

�所得譲与税
　所得税から個人住民税への本格的
な税源移譲を実現するまでの間のつ
なぎ財源として国から市町村に移譲
される所得税の一部

�減税補てん債
個人住民税等の税制改正に伴う地方
公共団体の減収額を補てんするため
に借り入れる特別な地方債

特 別 会 計
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区　　分 未償還額
一 般 会 計 69億 2,737 万 3千円 
公共下水道事業特別会計 42億 2,218 万 6千円 
農業集落排水事業特別会計 22 億 3,822 万 9千円 
介護サービス事業特別会計 1億 9,865 万 1 千円 

平 成 18 年 度 予 算 の 執 行 状 況

基 金 及 び 地 方 債 の 状 況

　平成 18 年 9 月末日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 39億 8,316 万 9 千円 30 億 2,482 万 9 千円 75.9%
地 方 譲 与 税 3億 0,245 万 5 千円 1 億 2,163 万 7 千円 40.2%
地 方 交 付 税 4,000 万 0 千円 0 千円 0.0%
分担金・負担金 7,412 万 5 千円 3,850 万 7 千円 51.9%
使用料・手数料 6,298 万 4 千円 2,692 万 4 千円 42.7%
国 庫 支 出 金 3億 7,131 万 1 千円 2,361 万 4 千円 6.4%
県 支 出 金 2億 9,690 万 1 千円 2,203 万 4 千円 7.4%
財 産 収 入 2,674 万 9 千円 2,190 万 6 千円 81.9%
繰 入 金 3,828 万 2 千円 426 万 1 千円 11.1%
繰 越 金 7,623 万 7 千円  7,623 万 7 千円 100.0%
諸 収 入 1億 1,131 万 1 千円 1,999 万 7 千円 18.0%
地 方 債 6億 6,160 万 0 千円 0 千円 0.0%
そ の 他 5億 0,331 万 2 千円 3 億 0,334 万 2 千円 60.3%
合 計 65億 4,843 万 6 千円 36 億 8,328 万 8 千円 56.2%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 1億 1,979 万 9 千円 5,934 万 3 千円 49.5%
総 務 費 10億 2,218 万 9 千円 4億 1,175 万 6 千円 40.3%
民 生 費 13億 0,339 万 8 千円 4 億 9,102 万 8 千円 37.7%
衛 生 費 5億 1,526 万 9 千円 2億 2,931 万 6 千円 44.5%
労 働 費 1万 3千円 9 千円 69.2%
農林水産業費 6億 7,480 万 5 千円 1 億 9,069 万 3 千円 28.3%
商 工 費 1億 7,323 万 4 千円 1 億 0,310 万 2 千円 59.5%
土 木 費 9億 3,562 万 9 千円 4 億 5,298 万 5 千円 48.4%
消 防 費 2億 7,497 万 4 千円 1 億 3,739 万 2 千円 50.0%
教 育 費 7億 1,286 万 1 千円 2 億 8,058 万 3 千円 39.4%
災 害 復 旧 費 558 万 2千円 0 千円 0.0%
公 債 費 7億 9,614 万 7 千円 1 億 9,075 万 6 千円 24.0%
予 備 費 1,453 万 6 千円 0 千円 0.0%
合 計 65億 4,843 万 6 千円 25 億 4,696 万 3 千円 38.9%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 399 万 9千円 262 万 5 千円 65.6%
1 万 3千円 0.3%

国民健康保険 15億 8,035 万 7 千円 5 億 4,055 万 1 千円 34.2%6 億 0,594 万 8 千円 38.3%

老 人 保 健 12億 9,875 万 3 千円 5 億 0,459 万 5 千円 38.9%5 億 2,193 万 5 千円 40.2%

土地造成事業 1億 0,250 万 8 千円 7,525 万 7 千円 73.4%
2,246 万 7 千円 21.9%

公共下水道事業 12億 5,308 万 5 千円 3 億 6,511 万 7 千円 29.1%2 億 6,516 万 8 千円 21.2%

農業集落排水事業 1億 8,355 万 4 千円 8,666 万 0 千円 47.2%
8,183 万 5 千円 44.6%

介護保険事業 8億 0,646 万 9 千円 3 億 2,255 万 2 千円 40.0%3 億 2,975 万 4 千円 40.9%

介護サービス事業 5,336 万 7 千円 2,304 万 3 千円 43.2%
928 万 2千円 17.4%

水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 3,050 万 4 千円 1 億 4,885 万 6 千円 45.0%
支出 3億 3,050 万 4 千円 7,724 万 1 千円 23.4%

資本的 収入 1億 1,642 万 1 千円 0千円 0.0%
支出 2億 5,993 万 7 千円 5,542 万 6 千円 21.3%

工業用水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 0,720 万 7 千円 1 億 4,138 万 2 千円 46.0%
支出 3億 0,720 万 7 千円 6,649 万 7 千円 21.6%

資本的 収入 3,100 万 0 千円 0 千円 0.0%
支出 1億 8,090 万 0 千円 2,644 万 7 千円 14.6%

財 政 調 整 基 金 8億 9,737 万 0千円 
減 債 基 金 5,326 万 9 千円
地 域 福 祉 基 金 7,336 万 8 千円 
人 材 育 成 基 金 2億 2,109 万 5千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 3,718 万 5 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 2億 6,829 万 6千円 

一般会計

特別会計 公営企業会計

●歳入 ●歳出

地 域 振 興 基 金 3,804 万 5 千円 
義務教育施設整備基金 3億 0,956 万 2 千円 
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 2,104 万 2 千円
畜 産 振 興 基 金 502 万 0千円 
土 地 開 発 基 金 1億 1,126 万 6 千円

●基金 ●地方債

（平成 17 年度末現在高）
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回
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九
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九
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五
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、
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や
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ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
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案
の
主
な
内
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に
つ
い
て
お
知
ら
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し
ま
す
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委
員
の

任
命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　

西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員　

菊

地
順
雄
氏
が
、
平
成
18
年
10
月
17

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
再
度
、
委
員
と
し
て

任
命
し
た
い
た
め
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

▽
西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
同
意
）

　

西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員　

蛭
田
国
廣
氏
が
、

平
成
18
年
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

再
度
、
委
員
と
し
て
選
任
し
た

い
た
め
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。　
　

▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て（
可
決
）

　

村
営
折
口
原
団
地
の
用
地
を

取
得
す
る
た
め
、
議
決
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

報

告

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
専
決
第
六
号
）

（
承
認
）

　

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
専
決

処
分
を
し
た
の
で
、
報
告
す
る

も
の
で
す
。

第
三
回
定
例
会

村
長
提
出
議
案

▽
西
郷
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

出
産
一
時
金
の
支
給
額
30
万
円

か
ら
35
万
円
に
改
定
す
る
た
め
、

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
17
年
度
西
郷
村
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
認
定
）

▽
平
成
17
年
度
西
郷
村
公
営
企

業
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
（
認
定
）

▽
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

消
防
組
織
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
18
年
法
律
第

64
号
）
が
平
成
18
年
６
月
14
日

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非

補

正

予

算

　

補
正
予
算
と
は
、
今
後
の
途

中
で
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

事
業
費
を
変
更
す
る
必
要
が
生

じ
た
と
き
、
当
初
予
算
に
変
更

を
加
え
る
予
算
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算

は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
行
き
詰
ま
っ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
代
わ

る
、
食
糧
主
権
に
も
と
づ
く
貿
易

ル
ー
ル
と
農
業
・
食
糧
政
策
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
（
可
決
）

請
願
・
陳
情

　

今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
は
二

件
、
陳
情
は
二
件
で
し
た
。
各

所
管
の
常
任
委
員
会
が
付
託
を

受
け
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い

て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

｜　

請　

願　

｜

▽
消
費
税
の
大
幅
税
に
反
対
す
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願（
不
採
択
）

▽
行
き
詰
ま
っ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
代
わ

る
、
食
糧
主
権
に
も
と
づ
く
貿
易

ル
ー
ル
と
農
業
・
食
糧
政
策
の
確

立
を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

｜　

陳　

情　

｜

▽
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者

の
臓
器
摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め

る
陳
情
書
（
継
続
審
議
）

▽
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
関
す
る
陳

情
書
（
採
択
）

会　計 補正額 総　額
一 般 会 計 253,656 千円 6,548,436 千円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 55,177 千円 1,580,357 千円
老 人 保 健 特 別 会 計 34千円 1,298,753 千円
土 地 造 成 事 業 特 別 会 計 4,115 千円 102,508 千円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,933 千円 1,253,085 千円
農業集落排水事業特別会計 2,169 千円 183,554 千円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 14,022 千円 806,469 千円
介護サービス事業特別会計 215 千円 53,367 千円

一般会計・特別会計
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関根　大介
（西郷第二中学校）

47

鈴木　郁也
（西郷第二中学校）

長田　勝明
（パナソニック半導体デバイスソリューション㈱） （パナソニック半導体デバイスソリューション㈱）

薄井　修児山　英雄
（ヤマヨ測定機㈱）

（白河旭高校）

大塚　翔太
（陸上自衛隊福島）

大倉　優

（白河旭高校）

緑川　薫

緑川　裕樹
（陸上自衛隊青森）

根本　敏行
（西郷第二中学校）

長谷川貴大
（西郷第一中学校）

飯村　絹絵
（西郷第一中学校）

山形　武士
（国士舘大学）

須藤誉士輝
（西郷第一中学校）

佐藤　歩
（西郷第一中学校）

真船　孝道
（学校法人福島学院大学職員）

青木　貴
（海上自衛隊第三術科学校）

つ
な
げ
！
夢
へ
の
こ
の
タ
ス
キ

　

第
十
八
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、
十
一
月

十
九
日
（
日
）
午
前
七
時
五
十
分
に
白
河
市

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
福
島
県
庁
ま
で
の
九
十
六
．
二
㎞
十
六

　

今
回
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら

練
習
を
始
め
今
年
四
月
か
ら
本

格
的
な
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
に
、

ト
ラ
ッ
ク
や
ロ
ー
ド
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
の
合
同
練
習
、
夏

と
秋
の
合
宿
を
行
い
例
年
よ
り

も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
チ
ー
ム
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
会
で
怪
我
の
た
め
、

出
場
出
来
な
か
っ
た
選
手
や
福

島
駅
伝
に
憧
れ
念
願
の
出
場
を

す
る
中
学
生
な
ど
、
選
手
一
人

ひ
と
り
に
熱
い
思
い
が
あ
り
ま

す
。
中
学
生
女
子
は
、
福
島
県

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場

し
た
西
郷
第
一
中
学
校
の
メ
ン

バ
ー
三
名
も
参
加
し
て
お
り
、

レ
ー
ス
の
行
方
が
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
選
手
を
ま
と
め
、
体
調

な
ど
を
見
極
め
て
采
配
す
る
監

督
や
コ
ー
チ
も
選
手
と
一
緒
に

戦
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
は
、

「
47
」で
す
。
こ
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

村の部１
位を目指

して

（光南高校）

大高　未久

安部　美幸
（田村高校）

郡司　聖也
（西郷第二中学校）

小林　礼明
（電気通信大学）

田代明香音
（西郷第二中学校）（白河実業高校）

児山　光弘 大高　梨香
（西郷第一中学校）

今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴

区
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

西
郷
村
チ
ー
ム
は
、
昨
年
村
の
部

三
位
に
な
っ
て
お
り
今
年
も
上
位
を

目
指
し
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。　

塩津　湧大
（川谷中学校）
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高速バスがさらに便利になりました。

　高速バス「あぶくま号」は、開設して以来利用者が年々増え続け、西郷バスストップからの利用者は今年

９月末で 110,955 人になりました。

　今までは、下り乗車は新宿駅のみでしたが、今年８月より王子駅からも乗車できるようになりました。

　ますます便利になった高速バス西郷バスストップをぜひご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　：　西郷バスストップ　⇔　新宿駅新南口・王子駅
　　　　　　　　　　　（王子駅からの乗車も、新宿駅からの乗車も同額です。）
　　　　　　　　　　　３, ４００円（片道）　　往復は６, １００円
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ＪＲ各駅の「みどりの窓口」　ＪＲ新白河駅℡２２－２５３９　　　　　　
　　　　　　　　　　　福島交通各営業所　　　　　　白河営業所℡２３－３１５１　　　　　　
　　　　　　　　　　　お近くのコンビニ（ローソン・ファミリーマート）

甲
子
ト
ン
ネ
ル
貫
通
記
念　
　
　
　
　

　
『
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催

　

平
成
十
八
年
九
月
二
十
四
日
、

独
立
行
政
法
人
国
立
那
須
甲
子
青

少
年
自
然
の
家
に
お
い
て
甲
子

ト
ン
ネ
ル
貫
通
記
念
「
地
域
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約

二
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
れ
は
、
八
月
四
日
に
甲
子
ト

ン
ネ
ル
が
貫
通
し
た
の
を
記
念

し
、
地
域
活
性
化
に
ど
う
活
か
す

か
、
こ
れ
か
ら
の
広
域
連
携
の
在

り
方
等
を
一
緒
に
考
え
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
「
地
域
連
携
に
よ
る
活
性
化
」

と
題
し
、
会
津
若
松
市
の
渋
川
恵

男
さ
ん
が
基
調
講
演
を
行
い
、
そ

の
後
「
ど
う
活
か
す
県
南
・
会
津

を
結
ぶ
新
ル
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
西
郷
村
長
や
下
郷
町
長
が

参
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

交
通
の
便
が
良
く
な
る
こ
と
で

西
郷
村
が
通
過
点
に
な
ら
な
い
よ

う
地
域
の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

福 島 駅
東 口

福 島
蓬 莱

二 本 松
市 役 所

郡 山
駅 前

須 賀 川
営 業 所

西郷
ＢＳ 王子駅 池 袋

三 越 裏
新 宿 駅
新 南 口

－ － － 5:50 6:15 6:52 9:07 9:17 9:47

－ － － 6:50 7:15 7:52 10:07 10:17 10:47

6:32 6:49 7:09 7:50 8:15 8:52 11:07 11:17 11:47

7:32 7:49 8:09 8:50 9:15 9:52 12:07 12:17 12:47

8:23 － － 9:15 9:40 10:17 12:32 12:42 13:12

－ － － 10:15 10:40 11:17 13:32 13:42 14:12

10:23 － － 11:15 11:40 12:17 14:32 14:42 15:12

－ － － 12:30 12:55 13:32 15:47 15:57 16:27

－ － － 13:55 14:20 14:57 17:12 17:22 17:52

15:02 15:19 15:39 16:20 16:45 17:22 19:37 19:47 20:17

－ － － 17:30 17:55 18:32 20:47 20:57 21:27

17:18 － － 18:10 18:35 19:12 21:27 21:37 22:07

■福島→新宿
新 宿 駅
新 南 口

池 袋
三 越 裏 王子駅*

西郷
ＢＳ

須賀 川
営 業 所

郡 山
駅 前

二 本 松
市 役 所

福 島
蓬 莱

福 島 駅
東 口

8:00 → 8:35 11:00 11:32 11:57 12:38 12:58 13:15

9:50 → 10:25 12:50 13:22 13:47 － － 14:39

11:00 → 11:35 14:00 14:32 14:57 － － －

13:00 → 13:35 16:00 16:32 16:57 － － －

14:10 → 14:45 17:10 17:42 18:07 18:48 19:08 19:25

15:00 → 15:35 18:00 18:32 18:57 － － －

16:00 → 16:35 19:00 19:32 19:57 20:38 20:58 21:15

17:10 → 17:45 20:10 20:42 21:07 － － －

18:10 → 18:45 21:10 21:42 22:07 22:48 23:08 23:25

18:50 → 19:25 21:50 22:22 22:47 － － 23:39

19:40 → 20:15 22:40 23:12 23:37 － － －

21:00 → 21:35 0:00 0:32 0:57 － － －

■新宿→福島（降車のみの利用となります。）

＊平成 18 年８月より王子駅からも乗車できるようになりました。

『消さないで あなたの心の 注意の火』

全国秋の火災予防運動
　11月９日～ 15日

　

空
気
が
乾
燥
し
、
気
温
も
下
が
り
各
家
庭
で
ス
ト
ー

ブ
や
こ
た
つ
な
ど
火
を
使
う
回
数
も
増
え
る
時
期
で
す

が
、
皆
さ
ん
火
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
か

　

今
年
の
村
の
火
災
発
生
件
数
は
、
十
月
一
日
現
在
八

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
前
年
よ
り
も
四
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
大
半
の
火
災
原
因
は
、
火
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
に
注
意
し
て
火
災
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
の
火
災
統
計
で
は
、
火
災

に
よ
る
死
者
に
次
の
よ
う
な
傾
向

が
み
ら
れ
ま
す
。  

・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
増
加

し
、 
高
齢
者
が
亡
く
な
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
居
室
か
ら
出
火
し
た
火
災
、
夜

間
の
火
災
に
死
者
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。死
亡
の
主
な
原
因
は
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
、
就
寝

中
に
は
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
死

に
至
る
危
険
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
火
災
に
よ
る

犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ま

ず
、
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
に
感

知
器
の
設
置
を
義
務
付
け
る
こ
と

が
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減

少
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
平
成
十
八

年
六
月
一
日
か
ら
新
築
の
住
宅

（
共
同
住
宅
等
を
含
む
。）
に
対
し

て
、
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
や
階

段
の
上
部
等
に
煙
感
知
式
の
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
、

維
持
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
既
存
の
住
宅
に
も
、
平
成

二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
火
災
警

報
機
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
機
は
、
Ａ
Ｃ

電
源
式
と
電
池
式
の
も
の
が
あ

り
、価
格
は
単
体
の
物
で
あ
れ
ば
、

四
千
円
か
ら
一
万
数
千
円
程
度
で

消
防
設
備
業
者
や
一
部
の
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
で
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

白
河
消
防
署
西
郷
分
署

　

☎
２
５
│
２
５
３
４

　老朽化した消火器を使用していたため、消火器が破裂し、死亡
したりケガをする事故例が全国各地で報告されています。白河消
防署では、秋の全国火災予防運動の一環として、一般家庭の老朽
化消火器の回収（有料）を行います。
　
１．回収期間　11 月９日㈭～ 15 日㈬
　　　　　　　　　　　　　　全国秋の火災予防運動期間中
２．回収方法と費用
　火災予防運動期間に限り１本 500 円で回収（廃棄処分）します。
回収はこの期間中に白河消防署西郷分署に現金を添えて持参して
ください。消防署ではこの後預かった消火器を専門業者に一括廃
棄依頼します。

※消火器を販売している業者から新しい消火器を購入する場合
は、古い消火器の廃棄処分費用は無料となる場合もあります。こ
の場合は、直接、販売業者に古い消火器を持ち込んでください。
※古い消火器は「ごみ収集」では処分できません。専門の業者に
依頼することになりますのでこの機会をご利用下さい。
※老朽化した消火器識別の目安は、製造後八年以上を経過した消
火器で、外面及び底部に腐食がある消火器です。

老朽化している消火器を有料で回収します

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に

　

火
災
警
報
機
の
設
置
を
！
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　万が一、火災が発生したとき、あわてずに全

員が無事避難できるようにと、みずほ保育園で

避難訓練が行われました。西郷消防分署職員の

指導の元、給食室から出火したと想定し園児と

先生が安全な場所に避難をしました。その後、

実際に消火器を使い火を消す訓練も行われ、真

剣な態度で臨んでいました。

　阿武隈川の源流にふれることにより自然環境

のすばらしさ、水の大切さを実感してもらうこ

とを目的に阿武隈川サミットが開催されまし

た。福島市や伊達市、二本松市など沿川の７市

町村の小学校から 46 名の児童が参加し、阿武

隈川源流の探検を行いました。　　　　　　　

　西郷山岳会の方から説明を受けながら新甲子

遊歩道を散策し、源流のすばらしさを堪能しま

した。

　毎年恒例の村民登山大会が行われました。今年

で第 35 回を数え、コースは奥岳温泉登山口から

ゴンドラを利用し、山頂駅から安達太良山頂を目

指すもので、総勢 70 名の参加者は、山頂で自然

の雄大さに感動し、その後、船明神山でお楽しみ

の昼食をとり、沼尻温泉に下山しました。好天に

恵まれ、深まりゆく秋を満喫しながら心地よい汗

を流していました。

　今年度、百歳を迎える 2 名の方に内閣総理大

臣賀寿と記念品が、村長より伝達されました。一

人は芝原の高橋ミツさんです。高橋さんは、明治

40 年生まれの元気なおばあちゃんで、キュウリ

の酢の物が大好物、テレビの時代劇を見るのが何

よりの楽しみという方です。もう一人は、やまぶ

き荘に入所している櫻井キヨさんです。櫻井さん

も施設の皆さんから祝福されていました。

 　福島県と県米消費拡大推進連絡会議では、ごはん食の健
康性、米飯給食の有効性に関心を持ってもらうためにポス
ターコンクールを実施しました。学校給食センターで実施し
たバイキング給食・テーブルマナーと併せてご紹介します。

　西郷村の名誉村民である菊地清人氏に敬意を

表して行われる菊地清人杯ゲートボール大会が

追原ゲートボール場で開催されました。今回で

第 15 回を迎える大会には 10 チームが参加し

熱戦が繰り広げられました。その結果、優勝は

下羽太、準優勝は真船、第３位は追原と米でし

た。

    

▲子どもたちが喜んだバイキング給食（熊倉小） ▲姿勢を正してテーブルマナーを体験（西一中）

　米小学校５年生の根本鉄心君が

書いた作品が、小学校高学年の部

で優秀賞に輝きました。
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老
け
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
「
背
筋
を
伸
ば
し
あ
ご
を
引
い

た
正
し
い
基
本
姿
勢
」
を
常
に

意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
運
動
を
し
て
い
る
と

き
は
、
基
本
姿
勢
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
字
を
書
く
に

し
て
も
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
に

し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
背
中
を

丸
め
た
方
が
や
り
や
す
い
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。　

シリーズ⑲─

「
八
幡
神
社
」

第
25
回

「姿勢で見た目年齢を
　　　　　若返らそう」

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

よ
く
な
い
姿
勢
が
…

米
の
集
落
内
に
あ
る
八
幡
神
社
は
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る

と
「
八
幡
宮　

小
社
ナ
リ
勾こ
う
ら
ん欄
作
リ
（
中
略
）
村
ノ
鎮
守
ニ

シ
テ(

後
略)

」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
「
八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
大
正
時
代
に
編
纂
さ

れ
た
『
西
白
河
郡
誌
』
に
よ
る
と
、明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

八
月
に
現
在
の
八
幡
神
社
に
改
称
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
八
幡
神
は
応お

う
じ
ん
て
ん
の
う

神
天
皇
（
二
一
○
〜
三
一
○
）
を
主
神

と
し
て
い
て
、
総
本
社
は
大
分
県
の
宇う
さ
は
ち
ま
ん
ぐ
う

佐
八
幡
宮
で
す
。

天て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
入
京
し
、
東
大
寺
の
大
仏

の
鋳
ち
ゅ
う
ぞ
う造
を
助
け
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
保
護
の
神
と
し
て
知

ら
れ
、
お
寺
の
守
護
神
と
し
て
、
全
国
に
広
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
稲
荷
神
社
に
次
い
で
、
二
番
目
に

多
い
約
四
万
社
あ
り
ま
す
。

　

米
村
に
は
、
鋳い

も

じ

物
師
で
あ
る
早は
や
や
ま山
但た
じ
ま
の
か
み

馬
頭
の
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
天
平
年
間
（
七
二
九
〜
七
四
九
）
に
東
大
寺
の
巨
鐘

を
作
ろ
う
と
し
た
時
、
始
め
う
ま
く
鐘
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
米
村
か
ら
奈
良
に
来
て
い
た
早
山

氏
が
ど
う
し
て
鐘
が
で
き
な
い
か
を
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

役
人
が
こ
れ
を
聞
い
て
早
山
氏
を
鋳
造
の
責
任
者
に
し
、
見

事
鐘
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

東
大
寺
の
鋳
造
に
関
連
す
る
八
幡
神
社
と
早
山
氏
の
伝
承

が
米
村
に
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と
い
え
ま

す
。（
後
編
に
続
く
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
活
用

「地球温暖化を防ぐために」

〈
前
編
〉

　　

　

県
立
移
動
図
書
館「
あ
づ
ま
号
」が
や
っ
て
き
ま
す
。
文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
に
は
な
い
図
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
あ
づ
ま
号
」
巡
回
に
伴
い
11
月
１
日
か
ら
「
県
立
図
書
コ
ー

ナ
ー
」
の
貸
出
を
お
休
み
に
し
、
入
れ
替
え
作
業
が
終
了
次
第
、
再
開

い
た
し
ま
す
。

〈
新
着
図
書
〉

　
『
風
に
舞
い
上
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
』　

森　

絵
都

　
『
散
る
ぞ
悲
し
き
ー
硫
黄
島
総
指
揮
官
・
栗
林
忠
道
』　

梯
久
美
子

　
『
オ
シ
ム
の
言
葉
』　

森　

元
彦

　　
『
み
ぽ
り
ん
の
え
く
ぼ
』　

岡
田
典
子

　
『
い
つ
も
心
に
好
奇
心
』　

は
や
み
ね
か
お
る

　
『
井
上
ひ
さ
し
の
子
ど
も
に

　
　
　
　

つ
た
え
る
日
本
国
憲
法
』　

井
上
ひ
さ
し

　
『
く
ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
』　

な
か
や
み
わ

　
『
み
ん
な
に
こ
に
こ
』　

ふ
く
だ
と
し
お

　
『
あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
』　

宮
西
達
也

西郷村中央公民館図書室だより

※参照　環境省、省エネルギーセンター

取り組み例 年間 CO2 削減量 年間節約金額

テレビ利用を１日１時間減らす。 約 15.5 ㎏ -CO2 約 1,000 円
冷房の温度を１℃高く、暖房の温度を１℃低
く設定する。

約 31.7 ㎏ -CO2 約 2,000 円

シャワー利用を１日１分短縮する。
（都市ガス）

約 21.0 ㎏ -CO2 約 2,000 円

電気製品を使用していない時は、主電源を切
り、コンセントからプラグを抜く。待機時消
費電力を少なくする。

約 63.5 ㎏ -CO2 約 4,000 円

洗濯するときは、まとめて洗うようにする。 約 11.9 ㎏ -CO2 約 4,000 円
週１日８㎞の車の運転を控える。（ガソリン） 約 95.7 ㎏ -CO2 約 5,000 円

一人ひとりができる省エネルギーの取り組み例

　二酸化炭素やメタンなどの「温室効果ガス」は、
太陽光により温められた熱（赤外線）を一部吸収し、
地表の温度を生物の生存に適した温度に保ってい
ます。
　しかし、石油や石炭などの化石燃料に依存した
近年の大量生産、大量消費、大量廃棄型のライフ
スタイルが二酸化炭素などの排出を増大させてい
ます。
　それにより、大気中の温室効果ガスの濃度が高
まり、地球の気温が上昇し、温暖化しています。
　このまま温暖化が進むと、2100 年には平均気温
が現在より 1.4 ～ 5.8℃上昇し、海面が９～ 88 ㎝
上昇すると予測され国土の水没、洪水・干ばつ・
台風の被害の増加、食料不足、水不足、熱帯性の
伝染病の広がりなど、様々な影響が心配されてい
ます。
　エネルギーの使用量を減らすことで、石油・石炭・
天然ガスなどの化石燃料が燃焼するときに排出さ
れる二酸化炭素等の量を減らすことができます。

　

あ
な
た
の
見
た
目
の
年
齢
は
、
い
く
つ
に
見
え
る
で

し
ょ
う
か
。
実
際
の
年
齢
よ
り
も
若
く
見
え
ま
す
か

   

実
は
、
人
の
見
た
目
年
齢
は
、
顔
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

他
に
姿
勢
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

歩
く
と
き
の
動
き
、
姿
勢
の
い
い
悪
い
に
よ
っ
て
実
は
見

た
目
の
年
齢
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
く

る
と
ど
う
し
て
も
肩
が
前
に
き
て
背
中
が
丸
く
な
り
が
ち

で
す
。

　

今
日
か
ら
姿
勢
に
気
を
配
り
、
若
々
し
く
生
活
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

筋
肉
に
は
適
応
性
が
あ
り
、

ク
セ
が
つ
き
や
す
い
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
猫
背
の
と
き
に
は
胸

の
筋
肉
（
大
胸
筋
）
が
縮
ま
っ

た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
姿
勢
を
と
り
続
け
て
い
る

と
、
筋
肉
が
そ
の
状
態
を
い
ち

ば
ん
楽
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
そ

の
姿
勢
を
と
ら
せ
よ
う
と
働
き

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

筋
肉
に
ク
セ
が
つ
い
て
し
ま

う
と
、
猫
背
な
ど
の
良
く
な
い

姿
勢
が
日
常
生
活
で
習
慣
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。
体
に
良
く
な

い
姿
勢
は
背
骨
や
骨
盤
を
歪
め

て
健
康
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、

　

基
本
姿
勢
に
戻
す
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
効
果
的
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
を
、
ぜ

ひ
日
常
生
活
で
取
り
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
「
背
筋

を
伸
ば
し
あ
ご
を
引
い
た
正
し

い
基
本
姿
勢
」
を
常
に
意
識
し

て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
必
ず
あ
ご

を
引
い
た
状
態
で
頭
を
上
げ
て

歩
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
ご
が
上

が
っ
て
い
る
と
頭
の
重
さ
は
肩

の
筋
肉
に
か
か
っ
た
ま
ま
に
な

り
、
筋
肉
が
緊
張
か
ら
解
放
さ

れ
ま
せ
ん
。
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課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下 水 道 課 25-2912
住民生活課（住　　民）
                                                                                        （生 活 安 全 ）

25-1114
25-2197

会 計 室 25-2934
議 会 事 務 局 25-2980

行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

西郷村土地改良区 25-1116
学 校 教 育 課 25-2370

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

土
地
・
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
と
建
物
に
つ
い

て
、
現
地
に
お
い
て
照
合
確
認
を
行
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

現
地
確
認
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
土
地
に
つ
い
て

　

現
地
の
地
目
と
台
帳
登
録
さ
れ
て
い
る

　

地
目
と
同
じ
で
あ
る
か

●
家
屋
に
つ
い
て

　

・
家
屋
が
存
在
し
て
い
る
か

　

・
家
屋
の
調
査
漏
れ
が
な
い
か

　

・
家
屋
の
所
在
地
番
が
正
し
い
か

●
調
査
方
法

　
　

今
回
の
調
査
は
、
西
郷
村
よ
り
委
託

　

さ
れ
た
業
者
の
調
査
員
が
土
地
の
利
用

　

状
況
及
び
、
建
築
物
の
確
認
を
行
い
ま 

　

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間　

　

平
成
19
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

　

８
時
30
分
〜
17
時

●
委
託
業
者

　

株
式
会
社
パ
ス
コ

　

郡
山
市
虎
丸
町
16
番
地
３
号

　

郡
山
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階

　

☎
０
２
４
｜
９
２
２
｜
７
１
４
６

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

　　

平
成
19
年
西
郷
村
成
人
式

村
外
居
住
者
の
受
付

　

今
年
度
の
成
人
式
は
平
成
19
年
１
月
７

日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

村
外
居
住
者
（
村
外
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方
）
で
、
西
郷
村
成
人
式
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
受
付
を
行
い
ま
す
の
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
該
当
者　

村
外
居
住
者

●
生
年
月
日　

昭
和
61
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日

●
受
付
期
間　

平
成
18
年
12
月
１
日
ま
で

●歯科医　休日当番日
11. 3 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
11.  5 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
11.12 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-2029
11.19 す ず き 歯 科（矢吹町）☎ 44-5555
11.23 須 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6460
11.26 高 久 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-3639

●今月の納税

国民健康保険税（５　期）
介 護 保 険 料（５　期）
11 月 30 日（木）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め

に
、
ま
た
、
か
か
っ
て
も
重
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
65
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に
予

防
接
種
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
指

定
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間　

12
月
22
日
㈮
ま
で

●
対
象
者　

西
郷
村
に
住
所
を
有
す
る
次

　

の
方
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
は
除
く
。

　

①
65
歳
以
上

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
や

　

腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ
る
方

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
１

　

級
及
び
２
級
に
該
当
す
る
方
）

●
自
己
負
担
額　

１
、０
０
０
円

　
（
１
人
当
た
り
の
接
種
料
金
４
、０
０
０
円

　

残
り
３
、０
０
０
円
村
負
担
）

●
受
診
方
法

　
　

指
定
医
療
機
関
で
予
約
し
て
か
ら
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
指
定
医
療
機
関

　

は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。）

●
持
ち
も
の　

健
康
手
帳
、
保
険
証
、
身

　

体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い
る
方
）

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

第
23
回
黒
羽
矯
正
展　

　　

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
活
動
を

地
域
の
皆
様
に
紹
介
し
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
刑
務
所
内
見
学
、
受
刑
者
の
所
内

生
活
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
）、
刑
務
作

業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

及
び
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈭　

９
時
〜
15
時

●
場
所　

黒
羽
刑
務
所

　
（
駐
車
場
１
、０
０
０
台
）

■
問
合
せ　

黒
羽
刑
務
所

　
（
栃
木
県
大
田
原
市
寒
井
一
四
六
六
｜
二
）

　

☎
０
２
８
７
｜
５
４
｜
１
１
９
８

　
第
58
回
人
権
週
間（
12
月
４
日
〜
10
日
）

｜ 

特
設
人
権
相
談
所
開
設 

｜

　

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
の
問
題
等

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時　

12
月
６
日
㈫　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

第
二
研
修
室

●
相
談
員　

　

小
松
毬
男　

真
船
哲
郎　

菊
地
芳
枝

　

松
田
ハ
ル
ヨ　

田
邉
敏
捷

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

　
健
康
料
理
教
室

●
内
容　
《
調
理
実
習
》

　

▽
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事
の

　
　

工
夫

　

▽
平
成
18
年
度
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
優　

　
　

秀
作
品
伝
達
講
習

●
日
時　

11
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

　

受
付
時
間　

９
時
45
分
〜
10
時

●
場
所　

西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
研
修
室
・
調
理
室

●
定
員　

各
日
先
着
20
名

●
締
切　

11
月
９
日
㈭　

●
参
加
費　

調
理
材
料
費　

２
０
０
円

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

ふ
る
さ
と
講
座
（
第
７
回
）

　
「
に
し
ご
う
の
神
社

　

｜
『
広
報
西
郷
』
掲
載
の
神
社
を
中
心
に
｜
」

●
講
師　

塩
谷
慎
介　

先
生

●
日
時　

11
月
18
日
㈯　

10
時
〜
12
時

●
場
所

■
受
付
場
所
・
電
話

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

☎
２
５
｜
２
３
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
５
｜
２
７
５
５

※
村
内
住
所
登
録
者
は
後
日
、通
知
書（
は

が
き
）
を
発
送
し
、ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
受
給
者
の
方
へ

「
12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
が
不
要

に
な
り
ま
す
」

　

誕
生
月
に
提
出
し
て
い
た
現
況
届
が
、

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
住
基
ネ
ッ
ト
）

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
が
不
要

と
な
り
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と

な
る
方
に
は
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

所
得
状
況
の
確
認
が
必
要
な
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
従
来
ど
お
り
住

所
地
の
市
町
村
役
場
に
現
況
届
を
提
出
し

ま
す
。

　

ま
た
、
加
給
年
金
額
対
象
者
の
生
計
維

持
確
認
や
診
断
書
等
の
提
出
は
引
き
続
き

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
｜
０
７
｜
１
１
６
５

●小児科医　休日当番日（白河地区）
11. 3 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
11.  5 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
11.12 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
11.19 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 28-1001
11.23 みうら小児クリニック（白河市）☎ 42-2040
11.26 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　休日当番日（白河地区）
11. 3 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
11.  5 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
11.12 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
11.19 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 28-1001
11.23 みうら小児クリニック（白河市）☎ 42-2040
11.26 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
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で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

　

で
、
か
つ
、
同
居
の
親
族
そ
の
他
の
方

　

が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と

　

な
り
ま
す
。

●
現
在
、
入
園
し
て
い
る
園
児
の
申
込
は

　

不
要
で
す
が
、
保
育
園
を
変
更
し
た
い

　

場
合
に
は
、
新
た
に
申
込
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

●
申
込
書
は
、
お
子
さ
ま
の
入
園
の
可
否

　

決
定
に
、
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
事
実
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
聞
き
取
り
調
査
等
で
事
実
と
異
な

　

る
場
合
は
、
入
園
が
取
り
消
し
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
書
は
、
各
保
育
園
・
健
康
推
進
課

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
用
意
し

　

て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
地
域
福
祉
係
）

　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
み
締
切　

11
月
16
日
㈭

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
５
｜
２
７
５
５

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

今
年
度
の
成
人
式
は
平
成
19
年
１
月
７

日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。村
で
は
、

こ
の
式
典
の
運
営
・
企
画
な
ど
に
携
わ
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。〝
20
歳
の
門

出
〞
を
祝
う
晴
れ
の
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

自
ら
の
手
で
盛
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
て
み

ま
せ
ん
か
？

●
対
象　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
募
集
人
数　

15
名
程
度

●
活
動
内
容　

記
念
事
業
の
企
画
、
運
営

　

成
人
式
典
の
進
行
・
運
営
等

●
応
募
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

　

を
電
話
か
メ
ー
ル
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

　

�shougai@
vill.nishigo.fukushim

a.jp

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」

参
加
者
募
集

パ
ー
ト
３

「
時
、
す
で
に
ク
リ
ス
マ
ス
。
あ
な
た
へ

の
素
敵
な
贈
り
物
。」

　
「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
は
、
ま

じ
め
に
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
男

性
、
女
性
の
た
め
の
会
で
す
。
も
う
す

ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。
お
い
し
い
料
理

に
舌
鼓
。
素
敵
な
出
逢
い
の
予
感
、
ワ

ク
ワ
ク
。
今
年
一
年
を
幸
せ
な
結
末
に
！

●
日
時　

12
月
９
日
㈯

●
場
所　

白
河
市「
鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」

●
対
象
者　

白
河
市
、
西
白
河
郡
内
に

　

居
住
す
る
独
身
の
男
女
。
女
性
に
つ

　

い
て
は
他
地
域
か
ら
の
参
加
も
可
。

●
募
集
人
数　

男
女
各
50
名
（
先
着
順
）

●
募
集
期
間　

　

11
月
15
日
㈬
〜
30
日
㈭

●
参
加
費　

男
性　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性　

２
、０
０
０
円

■
参
加
申
込
先
・
申
込
方
法

　

事
務
局
（
白
河
市
表
郷
庁
舎
総
務
課
）

　

☎
３
２
｜
２
１
１
１

　

℻
３
２
｜
２
２
３
４

　

�om
-som

u@
city.shirakaw

a.

　
　

 fukushim
a.jp

　

※
右
記
の
方
法
に
よ
り
、
氏
名
、
住
所
、

　
　

電
話
番
号
、
性
別
等
を
お
知
ら
せ

　
　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

事
務
局
（
白
河
市
表
郷
庁
舎
総
務
課
）

　

☎
３
２
｜
２
１
１
１

　

西
郷
村
企
画
調
整
課

第
３
回
音
楽
鑑
賞
会

●
日
時　

11
月
11
日
㈯　

13
時
30
分

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
出
場
団
体　

坂
下
町
立
第
一
中
学
校

　

白
河
市
立
白
河
第
一
小
学
校
、
コ
ー
ラ

　

ス
に
し
ご
う
、
村
内
小
中
学
校
ほ
か

●
入
場
料　

無
料
（
整
理
券
あ
り
）　

　

先
着
100
名

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

平
成
19
年
度
保
育
園
申
込
受
付

●
保
育
園
入
園
申
込
受
付
日
時
及
び
場
所

保
育
園（
受
付
場
所
）
申
込
受
付
日

時
間

み
ず
ほ
保
育
園【
70
名
】
11
月
13
日
㈪
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

ま
き
ば
保
育
園【
150
名
】
11
月
14
日
㈫

㈳
川
谷
保
育
園【
90
名
】
11
月
15
日
㈬

●
入
園
対
象
は
、
生
後
10
ヵ
月
齢
（
川
谷

　

保
育
園
は
６
ヵ
月
齢
）
以
上
で
、
保
護

　

者
の
就
労
等
の
事
由
に
よ
り
、
家
庭
内

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
山
根
正
広
さ
ん　
　
　
　
　
【
米
】

　
（
９
月
29
日
、
故
父 

山
根
正
一
氏
の
遺

　

志
に
よ
る
西
郷
村
福
祉
事
業
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

「あなたの” もしや？” が子どもを救う」
－ １１月は児童虐待防止推進月間 －
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日 月 火 水 木 金 土
1
焼 き い も 大 会
（9:00 まきば保育
園園庭）

2
表彰状並びに感謝
状贈呈式（10:00
西郷村議会議事
堂 ）　　　　　　
英会話教室（19:00
文化センター）

3文化の日
村内一周駅伝大
会（9:00 役 場 前
スタート）　　　
追原そばまつり
（11:00 追原庵）

4
文 化 祭（～ 5 日
9:00 文化センター
全館）

5
さわやか直売所
（9:30 折口原農協
精米所前）　　　
あそびの学校「ボ
ンボンユニークア
ニマル」（13:00 受
付ジャスコ白河西
郷店）

6 7
親 子 料 理 教 室
（9:30 保健福祉セ
ンター）

8 9
高齢者の男性の
ための料理教室
（13:30 高齢者生活
支援センター）　
英会話教室（19:00
文化センター）

10
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
音楽鑑賞会（13:00
文化センター）

12
さわやか直売所
（9:30 折口原農協
精米所前）　　　
羽太地区火災防御
訓練（8:00 羽太地
区）

13
母子手帳交付日・
健康相談（13:00
保 健 福 祉 セ ン
タ ー）　　　　　
みずほ保育園入園
申込み開始（13:30
保 健 福 祉 セ ン
ター）

14
健康料理教室（～
15日 10:00 保健福
祉センター）　　
まきば保育園入園
申込み開始（13:30
保健福祉センタ
ー）

15
民生委員協議会定
例会（13:30 高齢
者生活支援セン
タ ー）　　　　　
（社）川谷保育園
入園申込み開始
（13:30 保健福祉セ
ンター）

16
12 ヶ月～ 13 ヶ月
児健康相談（9:30
保健福祉センタ
ー）　　　　　　
赤ちゃんの子育て
講座（13:30 保健
福祉センター）

17
第 3回ふれあい教
室（9:00 米公民館）
西郷健康ウォーキ
ングクラブ（保健
福祉センター）

18
西の郷少年少女合
唱クラブ（9:00 文
化センター）　
ふ る さ と 講 座
（10:00 文化センタ
ー）

19
さわやか直売所
（9:30 折口原農協
精米所前）　　　
第 18 回ふくしま
駅伝大会（8:00 白
河総合運動公園ス
タート）

20
巡回図書（9:00 村
内小学校）

21
ともだちひろば
（10:30 小田倉児童
館）

22
4 ヶ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ン タ ー）　　　　
まきば保育園発表
会（9:00 まきば保
育園お遊戯室）

23勤労感謝の日 24
心配ごと特別相談
会（13:10 高齢者
生活支援センタ
ー）　　　　　　
農業委員会 11 月
総会（13:30 役場
庁舎前プレハブ会
議室）

25

26
さわやか直売所
（9:30 折口原農協
精米所前）

27
母子母子手帳交
付日・健康相談
（13:00 保健福祉セ
ン タ ー）　　　　
行政相談所（13:00
文化センター）

28
県立移動図書あづ
ま号来庁（11:00
文化センター駐車
場）

29
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 受付保健
福祉センター）

30
配 食 サ ー ビ ス
（8:30 保健福祉セ
ン タ ー）　　　　
英会話教室（19:00
文化センター）

2006 年 11 月
November行事
レカ ンダー

●今月の顔────
ポリオ予防接種（10/4）

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・11/3　追原そばまつり（追原庵 11:00）
・11/3　サンライズひがしフェスティバル 2006（きつね
うち温泉前特設会場 10:00）

・11/5　白河シネマパラダイス「佐賀のがばいばぁちゃん」
（白河市文化センター（1）11:00（2）15:00）

・11/9　おひざにだっこのおはなし会（西郷村文化センタ
ー 10:30）

・11/14　びゃっこいの里ファミリーウォーク in 表郷（す
ぱーく表郷 8:00）

・11/18 古代の染色にちょうせん（10:00 まほろん）
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と
思
い
ま
し
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。

担
任
の
星　

奈
津
美
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
佐
川　

敬
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
遠
藤　

淳
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（10月 1日現在）人口 19,662 人（前月比 -1）男 9,911 人（-4）女 9,751 人（+3）世帯数 6,285 戸（-4）

　

大
き
な
き
り
か
ぶ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
迷
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
ね
。
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九
才
の
た
ん
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日
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記
念
す
べ
き
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で

す
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生
ま
れ
て
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て
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か
っ
た
な
ぁ
」
何
と
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み
の
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言
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で
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。
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か
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で
す
。
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筆
や
止
め
、
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い
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丁
寧
に
書
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た
作
品

で
す
。
中
心
線
を
き
ち
ん
と
と
り
、
全
体
的
な
字

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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学
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六
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薄

葉

陽

奈

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）
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